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元
気
発
信
！
花
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川
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だ
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和
彦

だ
ん
ぎ
和
彦

だ
ん
ぎ
和
彦

だ
ん
ぎ
和
彦
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レ
ポ
ー
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ポ
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⑴

一般質問について一般質問について一般質問について一般質問について

対
応
と
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
全
て
の
こ
ど
も

や
若
者
の
権
利
保
障
や
健
や
か
な
成

長
等
を
目
的
と
し
た
「
千
葉
市
こ
ど

も
・
若
者
基
本
条
例
」の
制
定
に
よ
る
、

こ
ど
も
が
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
際
に
、

迅
速
に
救
済
し
、権
利
回
復
を
図
る

た
め
の
実
効
性
の
あ
る
相
談
機
関
の

設
置
、
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
方
と

児
童
福
祉
を
専
門
と
す
る
学
識
経
験

者
2
名
の
救
済
委
員
及
び
社
会
福
祉

士
な
ど
の
有
資
格
者
で
あ
る
相
談
専

門
員
に
よ
る
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
対

面
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
で
の
面
談
も
可
で
あ
る
こ
と
、
救

済
の
申
し
出
の
原
因
と
な
っ
た
施
設

等
へ
の
勧
告
や
是
正
要
請
を
行
う
等

に
つ
い
て
ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
1
日
よ
り
、
J
R
千

葉
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
民
間
テ
ナ
ン

ト
へ
の
移
転
、
開
設
時
間
の
拡
大
や

こ
ど
も
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の

導
入
等
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
お

答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
．
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
人

材
不
足
に
際
し
て
、
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
が
必
要
と
考
え
、
本
市
の
状

況
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
雇
用

に
際
し
て
の
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
市
の
企
業
動

向
調
査
で
は
、
半
数
以
上
が
人
材
不

足
と
回
答
す
る
一
方
で
8
割
近
く
が

外
国
人
材
を
採
用
す
る
予
定
が
な
い

こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
や
日
本
語
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ

と
、
課
題
と
し
て
日
本
語
能
力
の
向

上
と
資
格
取
得
や
生
活
習
慣
等
の
違

い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
今
後
、
日
本

語
学
習
の
提
供
や
、
雇
用
す
る
事
業

者
と
の
連
携
に
よ
る
生
活
ル
ー
ル
の

周
知
徹
底
等
の
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
、

外
国
人
材
活
用
に
向
け
て
の
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

こ
の
一
般
質
問
の
模
様
は
、
千

葉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

議
会
中
継
↓
録
画
放
映
↓
令
和
7

年
度
第
3
回
定
例
会
↓
9
月
25
日

一
般
質
問
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、

「
1
．
災
害
対
応
に
つ
い
て
」、

「
2
．
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
に
つ
い
て
」、「
3
．
こ
ど
も

の
権
利
救
済
相
談
室
に
つ
い

て
」、「
4
．
外
国
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
」の
4
項
目
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
一
問
一
答（
2
回

目
か
ら
）で
一
般
質
問
を
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
．
災
害
対
応
に
つ
い
て

　

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
災
害
用
井
戸
に
つ
い
て
」「
新

た
な
国
の
指
針
を
受
け
た
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
」「
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
」「
災

害
時
受
援
計
画
に
つ
い
て
」

等
に
絞
り
込
み
、
5
月
・
7
月
に
能
登
半

島
へ
視
察
に
伺
い
、
地
震
・
豪
雨
で
の
被

害
と
対
応
、
今
後
に
つ
い
て
等
、
石
川
県

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
災
害
時
の
生
活
用
水

保
と
被
災
者
へ
の
提
供
に
つ
い
て
、
国
の

指
針
の
見
直
し
を
受
け
、
避
難
所
と
い
う

場
所
の
支
援
か
ら
避
難
者
で
あ
る
人
の
支

援
へ
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
避
難
者
支
援

に
つ
い
て
、
本
市
受
援
計
画
の
現
状
と
今

後
の
見
直
し
に
つ
い
て
等
の
ご
答
弁
を
い

た
だ
き
、
市
全
体
と
し
て
の
防
災
力
の
強

化
、
被
災
に
対
す
る
即
応
体
制
の
構
築
を

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

2
．
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、
若
年

層
を
対
象
と
し
た
「
女
性
管
理
職
と
の
交

流
・
職
場
訪
問
ツ
ア
ー
」
の
具
体
的
な
参

加
者
と
内
容
、
成
果
と
今
後
の
取
組
み
等

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
中
学
生
・
高
校
生
・

大
学
生
等
若
年
女
性
の
参
加
、
職
場
に
お

い
て
の
見
学
と
女
性
管
理
職
と
の
意
見
交

換
、
社
長
や
市
長
と
の
面
談
等
の
貴
重
な

経
験
に
よ
り
、
参
加
者
か
ら
「
進
路
や
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」「
女
性
管
理
職
と
し
て
の
や
り
が
い
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
方
法
な
ど
、
参

考
に
な
る
話
が
多
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
前
向

き
に
考
え
る
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
本
事
業
を
推
進
す
る
旨
の

ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
．
こ
ど
も
の
権
利
救
済
相
談
室
に
つ
い
て

　

今
年
7
月
28
日
に
開
設
さ
れ
た「
こ
ど
も

の
権
利
救
済
相
談
室
」に
つ
い
て
、
設
置
し

た
背
景
と
経
緯
、
運
営
体
制
、
具
体
的
な

令
和
7
年
9
月
4
日
㈭
よ
り
、
千
葉
市

議
会
議
場
に
お
い
て
「
令
和
7
年
第
3
回
定

例
会
」
が
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
初
日
は
、

議
案
・
発
議
上
程
等
の
開
会
議
事
に
引
き

続
き
、
各
会
派
に
分
か
れ
て
の
議
案
研
究

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
9
日
㈫
に
は
議
案
質
疑
が
行
わ
れ

常
任
委
員
会
付
託
と
な
り
、
翌
１０
日
㈬
に

は
5
常
任
委
員
会
に
よ
る
、
今
定
例
会
に

上
程
さ
れ
た
議
案
、
発
議
に
つ
い
て
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
１２
日
㈮
・
１６
日
㈫
に
は
、
交
渉
会

派
で
あ
る
4
会
派
の
代
表
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
議
会
は
令
和
6
年
度

の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
る
た
め
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
令
和
6
年

度
の
決
算
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
１７
日
㈬
に
は
本
会
議
に
お
い
て
、

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
常

任
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、

追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
の
2
議
案
に

つ
い
て
も
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
追
加

議
案
も
含
め
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
、
発

議
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
議
散
会

後
に
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
正
副
委
員
長
の
互
選
、
正
副
主
査
の

互
選
等
が
行
わ
れ
、
休
憩
時
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
理
事
会
を
は
さ
ん
で
、
総
括

説
明
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

翌
１８
日
㈭
か
ら
は
5
つ
の
分
科
会
に
よ

る
決
算
審
査
が
始
ま
り
、
１８
日
㈭
・
２２
日

㈪
は
総
務
分
科
会
、
保
健
消
防
分
科
会
、

１９
日
㈮
・
２４
日
㈬
が
環
境
経
済
分
科
会
、

教
育
未
来
分
科
会
、
そ
し
て
私
が
主
査
を

仰
せ
つ
か
っ
た
都
市
建
設
分
科
会
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
２５
日
㈭
か
ら
は
一
般
質
問
が
始
ま

り
、
私
も
３１
人
の
通
告
者
の
ト
ッ
プ
を
切
り
、

こ
の
日
１０
時
よ
り
登
壇
し
、「
災
害
対
応
に

つ
い
て
」「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
に
つ

い
て
」「
こ
ど
も
の
権
利
救
済
相
談
室
に
つ

い
て
」「
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
」
の
4

項
目
を
テ
ー
マ
に
、
一
般
質
問
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２６
日
㈮
本

会
議
散
会
後
に
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会

の
各
分
科
会
に
よ
る
指
摘
要
望
事
項
の
提

案
、
２９
日
㈪
午
後
休
憩
時
に
は
正
副
委
員

長
・
正
副
主
査
に
よ
る
指
摘
要
望
事
項
の

確
認
、
３０
日
㈫
午
後
休
憩
時
に
は
決
算
審

査
特
別
委
員
会
理
事
会
、
１０
月
1
日
㈬
本

会
議
散
会
後
に
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
分
科
会
報
告
・
意
見
表
明
・

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
１０
月
2
日
㈭
に
は
、
本
会

議
に
お
い
て
決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告
・

討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、
令
和
6
年
度
の
決

算
議
案
は
す
べ
て
認
定
さ
れ
、
令
和
7
年
第

3
回
定
例
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
裏
面
へ
続
く
】

ふれあい動物公園にて
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令
和
6
年
度
決
算
概
要
と

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
決
算
概
要
と

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
決
算
概
要
と

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
決
算
概
要
と

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

今定例会に提出された今定例会に提出された今定例会に提出された今定例会に提出された

対
応
と
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
全
て
の
こ
ど
も

や
若
者
の
権
利
保
障
や
健
や
か
な
成

長
等
を
目
的
と
し
た
「
千
葉
市
こ
ど

も
・
若
者
基
本
条
例
」の
制
定
に
よ
る
、

こ
ど
も
が
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
際
に
、

迅
速
に
救
済
し
、権
利
回
復
を
図
る

た
め
の
実
効
性
の
あ
る
相
談
機
関
の

設
置
、
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
方
と

児
童
福
祉
を
専
門
と
す
る
学
識
経
験

者
2
名
の
救
済
委
員
及
び
社
会
福
祉

士
な
ど
の
有
資
格
者
で
あ
る
相
談
専

門
員
に
よ
る
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
対

面
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
で
の
面
談
も
可
で
あ
る
こ
と
、
救

済
の
申
し
出
の
原
因
と
な
っ
た
施
設

等
へ
の
勧
告
や
是
正
要
請
を
行
う
等

に
つ
い
て
ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
よ
り
、
J
R
千

葉
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
民
間
テ
ナ
ン

ト
へ
の
移
転
、
開
設
時
間
の
拡
大
や

こ
ど
も
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の

導
入
等
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
お

答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
．
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
人

材
不
足
に
際
し
て
、
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
が
必
要
と
考
え
、
本
市
の
状

況
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
雇
用

に
際
し
て
の
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
市
の
企
業
動

向
調
査
で
は
、
半
数
以
上
が
人
材
不

足
と
回
答
す
る
一
方
で
8
割
近
く
が

外
国
人
材
を
採
用
す
る
予
定
が
な
い

こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
や
日
本
語
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ

と
、
課
題
と
し
て
日
本
語
能
力
の
向

上
と
資
格
取
得
や
生
活
習
慣
等
の
違

い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
今
後
、
日
本

語
学
習
の
提
供
や
、
雇
用
す
る
事
業

者
と
の
連
携
に
よ
る
生
活
ル
ー
ル
の

周
知
徹
底
等
の
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
、

外
国
人
材
活
用
に
向
け
て
の
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

こ
の
一
般
質
問
の
模
様
は
、
千

葉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

議
会
中
継
↓
録
画
放
映
↓
令
和
7

年
度
第
3
回
定
例
会
↓
9
月
25
日

一
般
質
問
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　今定例会に市長より提出された決算議案以外の議案につい
ては、補正予算議案7件、条例議案12件、一般議案6件の計25
件で、その他、発議1件が提出され、議会開会後に追加の人事案
件2件が提出されました。
　補正予算議案につきましては、中小企業者採用活動支援等の
「物価高騰への対応」、千葉マリンスタジアム基本計画策定等
の「市有施設の整備」、プラスチック分別収集・再資源化等の
「脱炭素の推進等」のほか、産業振興やバス路線の維持確保施
策検討などの内容となりました。
　条例議案は、使用料の額を改定する「千葉市下水道条例の一
部改正について」や、新たに幕張若葉小学校を設置するほか更
科小学校富田分校を廃止する「千葉市立小学校設置条例の一
部改正について」他となっております。
　一般議案は、主要地方道生実本納線未整備区間である赤井
町地区の道路新設に伴い、鎌取インター交差点部に函渠等を整
備する「工事請負契約について」や、花見川消防署畑出張所の
建て替えに係る「工事請負契約について」等が提出されました。
　これらの議案及び発議につきましては、9月10日に開催された
5つの常任委員会によって審査が行われ、17日議場において行
われた常任委員長報告・討論・採決により、全ての議案は可
決、発議第7号は否決となりました。
　また、同日追加議案として上程された、議案第147号「教育委
員会委員の任命について」及び、議案第148号「人事委員会委員
の選任について」の人事案件2議案は、提案理由説明、休憩時の
全員協議会での議案研究、委員会付託省略を経て採決され、い
ずれも同意されました。

予
算
執
行
に

努
め
た
こ
と

に
よ
り
、
29

億
8
，2
0
0
万
円
の
実
質
収
支

を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、財
政
健
全
化
の
維
持
に
つ

い
て
は
、全
会
計
市
債
残
高
が
対
前

年
度
比
37
億
円
減
の
９
，５
３
０
億

円
と
な
る
と
と
も
に
、基
金
借
入
金

残
高
を
着
実
に
削
減
し
、対
前
年
度

比
10
億
円
の
減
で
１
４
７
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
財
政
調
整

基
金
は
対
前
年
度
比
50
億
円
の
減

で
99
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
健
全
化
判
断
比
率

に
つ
い
て
も
、
実
質
公
債
費
率
及

び
将
来
負
担
比
率
が
、
い
ず
れ
も

対
前
年
度
比
で
低
減
す
る
と
と
も

に
、
資
金
不
足
比
率
は
対
象
と
な

る
6
会
計
で
い
ず
れ
も
発
生
し
て

お
ら
ず
、令
和
6
年
度
決
算
は
、「
中

期
財
政
運
営
方
針
」を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
財
政
健
全
性
維
持
に
努

め
た
決
算
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
9
月

17
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

開
設
さ
れ
、
正
副
委
員
長
の
互
選
、

分
科
会
の
設
置
、正
副
主
査
の
互
選
、

理
事
会
の
設
置
等
が
行
わ
れ
、
休

憩
時
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
後
、

総
括
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
18
日
か
ら
24
日
に
か
け
て

は
、決
算
議
案
及
び
決
算
関
連
議
案

第
1
2
8
号
か
ら
第
1
4
6
号
に

つ
い
て
、5
つ
の
分
科
会
に
よ
る
決

算
審
査
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

科
会
に
お
い
て
指
摘
要
望
事
項
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、26
日

に
は
各
分
科
会
に
よ
る
指
摘
要
望

事
項
の
協
議
、29
日
に
は
正
副
委
員

長
・
正
副
主
査
会
議
、30
日
に
は
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
1
日
本
会
議
散
会
後
、
議

場
に
お
い
て
の
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
よ
る
分
科
会
報
告
・
意
見

表
明
・
採
決
を
経
て
、10
月
2
日

の
最
終
日
に
、令
和
6
年
度
の
決

算
議
案
及
び
決
算
関
連
議
案
は
、

す
べ
て
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
令
和
8
年
度
予
算
の
編

成
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、

本
市
の
未
来
に
向
け
て
も
、よ
り

希
望
が
持
て
る
予
算
に
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
第
3
回
定
例
会
は
決
算

議
会
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
の

決
算
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
今
議
会
で
は
令
和
6

年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
決
算
の
歳
出
総
額

は
5
，2
5
6
億
7
，7
0
0
万
円

と
な
り
、対
前
年
度
比
4
・
6
％
の

増
で
、令
和
2
年
度
に
次
ぎ
過
去

2
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、歳
入
に

お
い
て
市
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
が
予
算
に
比
べ
増
収
と
な
っ
た

こ
と
、歳
出
に
お
い
て
効
率
的
な

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、

「
1
．
災
害
対
応
に
つ
い
て
」、

「
2
．
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
に
つ
い
て
」、「
3
．
こ
ど
も

の
権
利
救
済
相
談
室
に
つ
い

て
」、「
4
．
外
国
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
」の
4
項
目
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
一
問
一
答（
2
回

目
か
ら
）で
一
般
質
問
を
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
．
災
害
対
応
に
つ
い
て

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
災
害
用
井
戸
に
つ
い
て
」「
新

た
な
国
の
指
針
を
受
け
た
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
」「
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
」「
災

害
時
受
援
計
画
に
つ
い
て
」

等
に
絞
り
込
み
、
5
月
・
7
月
に
能
登
半

島
へ
視
察
に
伺
い
、
地
震
・
豪
雨
で
の
被

害
と
対
応
、
今
後
に
つ
い
て
等
、
石
川
県

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
災
害
時
の
生
活
用
水

保
と
被
災
者
へ
の
提
供
に
つ
い
て
、
国
の

指
針
の
見
直
し
を
受
け
、
避
難
所
と
い
う

場
所
の
支
援
か
ら
避
難
者
で
あ
る
人
の
支

援
へ
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
避
難
者
支
援

に
つ
い
て
、
本
市
受
援
計
画
の
現
状
と
今

後
の
見
直
し
に
つ
い
て
等
の
ご
答
弁
を
い

た
だ
き
、
市
全
体
と
し
て
の
防
災
力
の
強

化
、
被
災
に
対
す
る
即
応
体
制
の
構
築
を

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

2
．
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、
若
年

層
を
対
象
と
し
た
「
女
性
管
理
職
と
の
交

流
・
職
場
訪
問
ツ
ア
ー
」
の
具
体
的
な
参

加
者
と
内
容
、
成
果
と
今
後
の
取
組
み
等

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
中
学
生
・
高
校
生
・

大
学
生
等
若
年
女
性
の
参
加
、
職
場
に
お

い
て
の
見
学
と
女
性
管
理
職
と
の
意
見
交

換
、
社
長
や
市
長
と
の
面
談
等
の
貴
重
な

経
験
に
よ
り
、
参
加
者
か
ら
「
進
路
や
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」「
女
性
管
理
職
と
し
て
の
や
り
が
い
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
方
法
な
ど
、
参

考
に
な
る
話
が
多
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
前
向

き
に
考
え
る
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
本
事
業
を
推
進
す
る
旨
の

ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
．
こ
ど
も
の
権
利
救
済
相
談
室
に
つ
い
て

今
年
7
月
28
日
に
開
設
さ
れ
た「
こ
ど
も

の
権
利
救
済
相
談
室
」に
つ
い
て
、
設
置
し

た
背
景
と
経
緯
、
運
営
体
制
、
具
体
的
な

【
表
面
よ
り
続
く
】

TEL：043-258-0958  FAX：043-286-9312  携帯：090-2325-3683  E-mail：contact@dangi-kazuhiko.com
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